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飯田市立病院ニュース 

 　
豊
橋
市
民
病
院
（
愛
知
県
）（
病

床
数
九
一
〇
床
）か
ら
、
近
い
将

来
発
生
が
予
想
さ
れ
る
東
海
地

震
に
よ
り
、
広
域
災
害
と
し
て

想
定
さ
れ
る
膨
大
な
医
療
需
要

を
補
完
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

住
民
に
安
全
・
安
心
な
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
一
助
と

す
る
た
め
、
飯
田
市
立
病
院
と

豊
橋
市
民
病
院
の
間
に
お
い
て
、

「
地
震
等
広
域
災
害
発
生
時
に

お
け
る
相
互
医
療
協
力
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
た
い
と
の

申
し
出
が
あ
り
、
去
る
三
月
二

十
九
日
に
飯
田
市
立
病
院
に
お

い
て
協
定
書
の
調
印
が
な
さ
れ

ま
し
た
。 

　
従
来
か
ら
の
「
三
遠
南
信
災

害
時
相
互
応
援
協
定
」
（
平
成

八
年
六
月
二
十
七
日
付
け
）
の

中
に
も
医
療
の
応
援
に
つ
い
て
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

病
院
間
の
協
定
に
よ
り
、
今
ま

で
以
上
に
医
療
の
応
援
範
囲
を

明
確
に
す
る
こ
と
や
、
平
常
時

か
ら
病
院
情
報
の
共
有
、
災
害

訓
練
等
の
交
流
な
ど
相
互
協
力

を
す
す
め
る
こ
と
な
ど
、
具
体

的
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
両
病
院
と
も
自
治
体
立
の
災

害
拠
点
病
院
で
す
。
昨
年
発
生

し
た
新
潟
中
越
地
震
で
の
医
療

提
供
体
制
の
教
訓
を
考
慮
し
て

協
定
書
締
結
に
至
っ
た
背
景
も

あ
り
、
今
後
は
実
施
段
階
に
お

け
る
個
別
事
項
を
相
互
に
協
議

し
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　【
事
務
局
】 

「
地
震
等
広
域
災
害
発
生
時
に
お
け
る 

　
相
互
医
療
協
力
に
関
す
る
協
定
」 

「
地
震
等
広
域
災
害
発
生
時
に
お
け
る 

　
相
互
医
療
協
力
に
関
す
る
協
定
」 

締
結
さ
れ
る 

一 般 病 床　866床　　結核病床　 34床 
感染症病床　10床 
 
診 療 科 目　26科 

〔機関指定〕 
災害拠点病院・臨床研修指定病院・救急病院 
エイズ拠点病院　など 

豊橋市民病院の外観 

豊橋市民病院の概要 

　
高
松
分
院
・
ゆ
う
ゆ
う
で
は

二
月
十
六
日
に
今
年
度
二
回
目

の
職
員
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。 

　
今
回
の
防
災
訓
練
で
は
夜
間

時
に
災
害
が
発
生
し
、
勤
務
し

て
い
る
職
員
数
が
限
ら
れ
て
い

る
と
い
う
想
定
で
実
施
を
し
ま

し
た
。
当
日
は
災
害
対
策
本
部

の
立
ち
上
げ
か
ら
始
ま
り
、
入

院
患
者
様
の
搬
送
や
各
種
伝
達

訓
練
等
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

災
害
に
対
し
て
い
か
な
る
局
面

で
も
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

職
員
一
人
一
人
が
行
動
を
再
確

認
し
、
課
題
や
問
題
の
発
見
と

検
討
を
行
い
ま
し
た
。 

 

 

高
松
分
院 

高
松
分
院 
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本
年
四
月
一
日
に
飯
田
市

立
病
院
院
長
を
拝
命
し
、
非

常
に
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、

そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
前
院

長
の
宮
川
先
生
の
在
職
中
に
、

飯
田
市
立
病
院
は
新
病
院
の

新
築
移
転
に
は
じ
ま
り
、
外

国
人
修
練
病
院
、
臨
床
研
修

指
定
病
院
、
さ
ら
に
昨
年
八

月
に
は
地
域
医
療
支
援
病
院

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
を
取

得
し
ま
し
た
。
昨
年
の
二
月

か
ら
は
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ

ム
が
開
始
さ
れ
、
そ
し
て
今

年
二
月
に
は
日
本
医
療
機
能

評
価
機
構
の
認
定
更
新
に
伴

う
訪
問
審
査
が
行
わ
れ
、
名

実
共
に
長
野
県
を
代
表
す
る

病
院
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
三
月
に
は
災
害
拠
点
病

院
と
し
て
豊
橋
市
民
病
院
と

「
地
震
等
広
域
災
害
発
生
時

に
お
け
る
相
互
医
療
協
力
に

関
す
る
協
定
」
が
結
ば
れ
ま

し
た
。
今
後
の
具
体
的
事
業

と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
昨

年
取
得
し
た
地
域
医
療
支
援

病
院
の
さ
ら
な
る
充
実
強
化

を
め
ざ
し
、
開
放
型
病
床
の

本
格
的
運
用
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
病
診
連
携

を
今
ま
で
以
上
に
密
接
に
し
、

病
院
間
の
機
能
分
担
を
行
い
、

飯
伊
地
区
の
医
療
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

　
二
番
目
に
臨
床
研
修
指
定

病
院
と
し
て
、
当
院
が
さ
ら

な
る
飛
躍
を
め
ざ
す
こ
と
で

す
。
臨
床
研
修
医
制
度
も
二

年
目
に
入
り
、
今
年
も
あ
ら

た
に
五
人
の
研
修
医
が
当
院

で
研
修
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
昨
年
度
の
研
修
医
五

人
が
二
年
目
の
研
修
に
入
り
、

計
十
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
沿
っ
て
研
修
す

る
こ
と
に
な
り
、
益
々
充
実

し
た
研
修
内
容
が
必
要
と
な

っ
て
き
ま
す
。
将
来
の
医
師

不
足
に
そ
な
え
て
、
多
く
の

優
秀
な
医
師
を
確
保
す
る
た

め
に
も
、
今
後
は
三
年
目
以

降
の
後
期
研
修
を
信
州
大
学

の
研
修
方
式
を
見
据
え
な
が

ら
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
が
病
院
の

将
来
の
運
命
を
左
右
す
る
こ

と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。 

　
三
番
目
に
救
急
救
命
医
療

に
関
し
て
は
ミ
ニ
救
急
セ
ン

タ
ー
取
得
を
視
野
に
い
れ
な

が
ら
、
本
格
的
始
動
に
む
け

て
体
制
の
強
化
を
行
い
ま
す
。

二
〇
〇
〇
年
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト

が
設
置
さ
れ
、
ヘ
リ
に
よ
る

重
症
患
者
の
搬
送
の
件
数
が

増
加
し
て
お
り
、
さ
ら
に
二

〇
〇
二
年
に
は
救
急
室
が
拡

充
の
た
め
改
修
整
備
さ
れ
救

急
体
制
も
強
化
し
て
き
ま
し

た
。 

　
四
番
目
に
、「
地
域
が
ん
診

療
拠
点
病
院
」
の
取
得
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
野
県
に
は
地
域
が
ん
診
療

拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
た
病

院
は
な
く
、
か
な
り
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

P
E
T
検
査
な
ど
の
最
新
医

療
機
器
を
導
入
し
、
が
ん
の

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ

と
め
、
治
療
成
績
の
向
上
を

め
ざ
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

　
最
後
に
、
今
回
機
能
評
価

の
認
定
更
新
を
受
審
し
ま
し

た
が
、
職
員
が
一
丸
と
な
り

一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
い

く
姿
勢
は
、
今
後
の
病
院
運

営
に
対
し
て
か
な
り
明
る
い

材
料
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い

ま
す
。
病
院
の
組
織
体
系
を

し
っ
か
り
と
構
築
し
、
医
療

事
故
の
な
い
よ
う
心
が
け
、

病
院
の
基
本
理
念
に
も
あ
り

ま
す
よ
う
に
、「
誠
意
・
熱
意
・

創
意
」
を
も
っ
て
医
療
に
従

事
し
、地
域
に
密
着
し
、地
域

に
信
頼
さ
れ
る
病
院
作
り
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

院長　千賀　脩 

新任のご挨拶 新任のご挨拶 
 

地域に密着し、地域に信頼される病院作りを目指して 
　　　　　○地域医療支援病院のさらなる充実強化 
　　　　　○臨床研修指定病院として、さらなる飛躍 
　　　　　○救急救命医療「ミニ救急センター」の取得 
　　　　　○「地域がん診療拠点病院」の取得 
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岸川先生（左）と満員の会場（下） 

　飯田市立病院主催の「認知症（痴呆）講演会」を３月５日（土）飯田勤労者福祉センターで行ないました。
大阪府茨木市恒昭会藍野病院加齢医学精神医療センター副センター長の岸川雄介先生を講師に招いて、
認知症（痴呆）の疑いがある場合の診断と治療、
介護の工夫方法についての講演でした。医療や
福祉関係者、認知症の方を抱える家族、一般市
民など約３５０人が参加し、会場収容人数を遥か
に上回る参加者で認知症（痴呆）についての関心
の高さが伺えました。 
講演の中で認知症（痴呆）は、症状の集まりであ
り病名ではない。身体疾患、精神疾患、脳自体
の疾患が症状の原因になると具体的に分かりや
すく説明され好評でした。　　　【地域医療部】 

　このたび古くなったCTを更新し、マルチスライスCTを導入しました。また、併せてもう一台のCTも改
良を行ってマルチスライス化し、同時に２台の高性能CTが稼働することになりました。 
　CTはX線を用いて体の輪切りの写真を撮る装置で、これはマルチスライスCTでも同じ事です。しかし、
従来のものが１回の撮影で１枚の写真を撮っていたのに対して、マルチスライスCTでは同時に複数の撮
影をします。撮影枚数は機種によって異なり、開発当初は２枚でしたが、徐々に多数化し、今回当院で
は１６列（同時に１６枚撮影できる）と４列の装置を導入しています。 
　マルチスライス化することの利点は写真の解像度が上がる、つまり検査で得られる情報量が格段に増
加することです。得られた情報をコンピュータ処理することでいろいろな方向の断層写真が見られます。

また、血管や骨についても見たい部分を高精細３D表示する
ことができるようになりました。特に心臓の血管は拍動が
あるため、これまではCTではほとんど評価できなかったの
が良く分かるようになりました。 
　また、同じ内容の検査ならばこれまでよりも検査時間は
短くなります。これまで予約検査ではかなりお待たせして
いましたが、検査件数を増やすことにより依頼から検査ま
での期間短縮も期待しております。 
　患者様によりよい医療を提供するために、今後も良質で
適正なCT検査を行うようスタッフ一同努力して参ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【放射線科】 

 

〔高精彩３D画像例〕 

調査期間 　平成１６年１１月１日～１１月３０日        
対　　象 　外来８０４名　　入院２５８名        
満 足 度 　本調査では「不満のないレベル」と回答された数を「満足度」として数値化しています。       
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【医療サービス委員会】 

マルチスライスCTが導入されました 

認知症(痴呆)講演会 

患者さま満足度調査結果を公表します 
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編

集

後

記

 
内分泌外科 

新宮　聖士 
昭和62年卒業 
平成17年４月１日着任 
前勤務病院：　　　　  
信州大学医学部附属病院 

しんぐう　　 きよし 
歯科口腔外科 

鎌田　孝広 
平成11年卒業 
平成17年１月１日着任 
前勤務病院：　　　　  
信州大学医学部附属病院 

かまた　　 たかひろ 
呼吸器外科 

牧内　明子 
平成７年卒業 

平成17年１月16日着任 
前勤務病院：　　　　  
　　中信松本病院 

まきうち　　 あきこ 

呼吸器内科 

塚平　晃弘 
平成５年卒業 

平成17年４月１日着任 
前勤務病院：　　　　  
　 伊那中央病院 

つかだいら　　あきひろ 
産婦人科 

松原　直樹 
平成９年卒業 

平成17年４月１日着任 
前勤務病院：　　　　  
　昭和伊南総合病院 

まつばら　　 なおき 
整形外科 

山岡　清明 
平成９年卒業 

平成17年４月１日着任 
前勤務病院：　　　　  
　 長野中央病院 

やまおか　　きよあき 
整形外科 

伊東　秀博 
平成２年卒業 

平成17年４月１日着任 
前勤務病院：　　　　  
　　国立松本病院 

いとう　　 ひでひろ 

耳鼻咽喉科 

小林　克彦 
平成11年卒業 
平成17年４月１日着任 
前勤務病院：　　　　  
信州大学医学部附属病院 

こばやし　　かつひこ 
小児科 

才田　　謙 
平成15年卒業 
平成17年４月１日着任 
前勤務病院：　　　　  
信州大学医学部附属病院 

さいだ　　　　 けん 
形成外科 

菅谷　文彦 
平成14年卒業 
平成17年４月１日着任 
前勤務病院：　　　　  
伊那中央病院　　　　 
地域医療救急センター 

すがや　　　ふみひこ 
形成外科 

深澤　大樹 
平成12年卒業 
平成17年４月１日着任 
前勤務病院：　　　　  
　慈泉会　相澤病院 

ふかざわ　　　だいき 

 

山崎　佐枝子 
平成16年卒業 
研修２年目 

やまざき　　　 さえこ  

草刈　麻衣 
平成17年卒業 

くさかり　　　まい 
 

植村　一貴 
平成17年卒業 

うえむら　　かずたか 

 

内藤　武彦 
平成17年卒業 
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プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

た
め
、
お
支
払
い
の
時
に

お
名
前
で
は
な
く
番
号
で

お
呼
び
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

　
診
察
後
、
黄
色
の
フ
ァ
イ
ル

を
②
番
計
算
窓
口
へ
出
し
て
頂

い
た
時
に
、
番
号
札
を
お
渡
し

し
ま
す
。
計
算
が
出
来
ま
し
た
ら
、

③
番
支
払
い
窓
口
で
番
号
を
お

呼
び
し
ま
す
。
お
支
払
い
の
時

に
番
号
の
み
で
な
く
、
お
名
前
・

住
所
で
本
人
確
認
を
し
、
間
違

い
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
目
や
耳
が
不
自
由

な
方
は
お
名
前
で
お
呼
び
し
て

お
り
ま
す
。
　
　
　
　【
医
事
課
】 

新
任
医
師
の
紹
介 

新
任
医
師
の
紹
介 

平
成
17
年
１
月
〜
4
月
１
日 

【食養科紹介】 
　食養科には、管理栄養士５名、調理員２５名、
事務員１名、計３１名のスタッフが仕事をして
います。入院患者さんの食事作りや、外来・
入院の患者さんの栄養指導、栄養管理などを
行なっています。また、健康管理面ではドッ
クを受診された方の栄養指導も担当していま
す。　 
　大きな柱である食事
作りでは、平成１６年４
月から、一般食の選択
メニューの回数をそれ
までの週３回から週５
回に増やし、“与えら
れた食事”ではなく、
“選ぶ楽しみ”も味わっ
ていただいています。
特別治療食を召し上がっ
ている患者さんは治療
目的の食事のため、選択メニューはありませ
んが、ひとりひとりの希望に添えるよう、分
量、好き嫌い、主食・乳類・食器の選択等き
め細かな対応をさせて頂き、少しでも早い患
者さんの回復を願って取り組んでいます。ま
た、昨年度は、病棟の患者さんの栄養状態を
把握し、栄養管理を受け持つNST（栄養サポー
トチーム）を立ち上げ、栄養不良状態にある患
者さん達の栄養状態の改善に取り組む活動を
スタートさせました。 

　これからも、
地域の皆さんの
治療と健康維持
の為に力になれ
るよう、努力し
てきたいと思い
ます。　（坂井） 

 

 

選択A食 

選択Ｂ食 

新研修医 新研修医 

　
景
色
の
中
に
い
く
つ
も
の
色

が
加
わ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

代
表
的
な
も
の
と
い
え
ば
”さ

く
ら
“
で
し
ょ
う
か
？
各
地
で

は
さ
く
ら
祭
り
が
開
催
さ
れ
賑

わ
い
を
み
せ
て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
四
月
一
日
か
ら
個
人
情

報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
、
当
院

で
は
施
行
に
伴
い
個
人
情
報
保

護
方
針
を
定
め
ま
し
た
。
今
後

も
安
心
し
て
お
か
か
り
頂
け
る

病
院
と
し
て
基
本
理
念
を
念
頭

に
お
き
精
進
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 

【
編
集
委
員
会
　
吉
川
徳
典
】 

ご 案 内 ご 案 内 

 

会
計
時
、
番
号
で 

お
呼
び
し
ま
す 




